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1 サイト概況
Site overview





サイト概況まとめ
⚫

⚫

全KPIが前年割れ、特にPVと平均ENG時間の悪化幅が流入系指標を大きく上回る。

流入量の減少以上に「来訪者が1回あたりに見るページ数・滞在時間」が落ちてお

り、コンテンツの消費効率が低下している疑い。

新規ユーザー44,723÷ユーザー45,783＝97.7%が新規。リピーターが極端に少な

く、会員サイトとしての「再訪動機」がほぼ機能していない。



2 セッション分析
Session analysis















セッション分析まとめ
⚫

⚫

⚫

2025年4月のみ全指標で前年を上回っている。PV 17,026・平均ENG時間2分21秒
と突出した結果。事業特性上、確定申告期の3〜4月が問い合わせ・入会のピークと
なるため、季節性に沿った「濃い訪問」が確認できる。

2025年9〜11月に流入量の第2ピークを迎えたが、エンゲージメント率・平均エン
ゲージメント時間は大きく悪化している。2025年10月～2026年2月はYouTube広
告を出稿しており、ピークと出稿時期が一致する。

年間を通した流入チャネルはDirect（50.6%）とOrganic Search（30.7%）で全体の
約8割を占める。ただし、Directには秋冬の広告起因トラフィックが相当量含まれて
いると考えられる。



3 ユーザー分析
User analysis

















ユーザー分析まとめ
⚫

⚫

⚫

訪問者の71%が18〜34歳、男女比はほぼ半々、Tokyo・Osakaで約6割を占める。
JILLAのターゲットであるフリーランスイラストレーター層と整合した属性分布となっ
ている（ただし計測不能の層を除外していることに注意）。

2025年10〜12月・2026年2月の流入ピークはiOS（通常期の約3〜6倍）とAndroidの急
増で構成されており、同期間のYouTube広告稼働と完全に一致する。

2026年1〜3月の春ピークはWindowsが主役で、確定申告期の業務PC層が担って
いる。Macは通年安定した利用で本業クリエイターのコア層を示しており、春の確定
申告層・通年のコア層という2つの異なるユーザー像が可視化されている（2つのユー

ザー像は異なる人物ではなく、同一人物である可能性が高いことにも注意）。



4 検索エンジン分析
Search engine analysis



























検索エンジン分析まとめ
⚫

⚫

⚫

月次クリック数は1,100〜2,100の帯で推移し、年内最大は2026年3月の2,116件と
なっている。検索流入の規模と順位は安定した水準を維持している。

2025年8〜9月は表示回数が通常期の約4〜5倍（140,043／145,233）に急増したが、同
期間のサイトCTRは0.91%／1%と通常期（4〜5%）の5分の1まで低下。「イラストレー
ション」単体キーワードでの年間286,519回の偶発的大量露出（CTR 0.01%）が主因と
推定される。この2か月を除く10か月ではCTRは4.0〜5.1%の帯で安定している。

クリック数上位9クエリは団体名の関連語で占められ、年間クリックの約36%が指
名検索。その他の流入の主軸は文美関連で、確定申告期の関心と整合する。



5 行動分析
Behavior analysis

















行動分析まとめ
⚫

⚫

⚫

総PVは141,065（前年比-26.5%）、総イベント数386,860（-29.8%）とPV減を上回るイベン
ト減となっている。特に入会・問い合わせの導線に関わる指標が軒並み激減してお
り、サイトの獲得動線の健全性に重大な懸念がある。

外部リンククリックは年間8,460クリック（-20.8%）。会員向けサービスのハブとして機
能している一方、契約書類や会報等の情報はPDFや外部サイトに散らばっており、自
サイト内でコンテンツ消費が完結していない構造が読み取れる。

サイト内検索は年間950回（-19.3%）発生し、「Adobe特典」「健康診断・人間ドック」
「領収書・住所変更」「イラストレーションの日等のイベント」の4系統に集約される。
これらのキーワードのうち「退会」以外はグロナビ第一・第二階層に該当メニューが
存在せず、情報設計とナビゲーション整理の余地が大きい。



QA



全体を振り返って
⚫

⚫

⚫

月次で微減～安定した検索流入の維持、会員向けサービスへのハブ機能の継続が
今期の基調となった。

一方で、入会・問い合わせフォーム関連イベントが急減し、獲得動線の健全性に重
大な懸念がある。

秋冬の流入ピーク（2025年10〜12月・2026年2月）はYouTube広告経由のiOS・Androidモ
バイル視聴者が主体で、エンゲージメント率30%台・平均エンゲージメント時間
30〜40秒と年度最低水準。春（2025年4月・2026年3月）はページビュー・平均ENG時間と
もに最高水準で、確定申告期の事業特性と整合する濃い訪問となっている。



次のステップ
⚫

⚫

⚫

課題分析・改善提案：

本レポートで抽出した横断課題を優先度・対応軸（新規／既存会員向け）別に整理し、具
体的な打ち手と工数感を検討する。

コンテンツインベントリ：

サイト全体を棚卸し、ページ目的、対象セグメント、PV／検索流入／エンゲージメ
ントの指標をひも付ける。

ヒューリスティック評価：

本レポートで定量的に示した「セッション獲得動線」「ナビゲーション（サイト内回遊）」の
弱さの原因を定性的に裏付け、修正方針を具体化する。
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